
メインスポンサー スポンサー

サブコートで行われた

7/8位決定戦。両チームとも試合時
間内にゴールが入らず、PK戦に突
入。両チーム、1人目が外したものの、
次の 2人が決めて延長戦へ。先攻の
サンライズ FCの小学生選手が決め
たが、PIBT FCははずし、サンライ
ズ FCが勝利を挙げた。

○サンライズ FC　0（PK 3‐2）0　PIBT FC ●

前半は REMOVERSが試合を優勢に
進め、先制点を決めるが、その後カ

ウンターから Team Ryomaが同点
に追いつく。後半は Team Ryoma
が攻め込んで相手陣地での時間が多

くなるが、逆に REMOVERSがカウ
ンターからキーパーの動きを良く見

たシュートで突き放した。

● Team Ryoma　1‐3　REMOVERS ○

▲押して押されての試合は
得点のないまま PK戦へ

▲初勝利に喜ぶサンライズ
FCの「バンザーイ！」

▲ PK前にカメラに
向かってポーズ！

▲ Team Ryomaのサイド
からのセンタリング

▲周りにサポートを探す
Team Ryomaの選手

▲ REMOVERSの選手が相手の動
きを読んでパスカットを狙う！

7/8位

決定戦

5/6位

決定戦

Power Rangers 2008
が、速攻から先制点を決め、その

後も優勢に試合を進め、直接フリー

キックなどから追加点を入れる。

チーム大波屋は、試合終了間際に

1点を返し一矢を報いたが、Power 
Rangers 2008が 3位に輝いた。

○ Power Rangers 2008　4‐1　チーム大波屋●

初代優勝チームを決める試合に他の

参加チームや観客がコートを囲み、

見守る一戦となった。0 ｰ 0で迎え
た後半 1分、FC Tasoのサイドから
のパスが相手選手のクリアミスを誘

い、そのままゴール。EF Language 
Schoolは必死で攻め込むが、ドリ
ブルで抜き出た FC Tasoが追加点を
奪う。その後、集中を切らさずに守

りきった FC Tasoが今大会失点ゼロ
のチーム力で優勝を勝ち取った。

○ FC Taso　2‐0　EF Language School ●

▲厳しいマークに合う
チーム大波屋。

▲スピードにのったドリブル
で相手を振りぬく！

▲混戦からのシュートは、ゴールに
吸い込まれていった。

▲必死のディフェンスで相手を止める

▲コーナーキックから FC Tasoの壁を崩す

▲ゴール前へのクロ
スボールに合わせら
れるか？！

3位

決定戦

決勝戦

▲ 試合終了後、EF 
Language School
の選手が判定を不服
とし審判に抗議をす
る場面も。優勝への
執念を感じました。
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